






要約 新生児期、乳児期に外からの刺激に対して児は種々の反応を示すが、いわゆる反射と

して引き起こされる場合と、いわゆるニントレメント現象の一環として引起こされる場合

が考えられる。今回エントレノグラフィーを用いてそれらの反応について検討した。 

原始反射の様な反射による場合も、刺激に対してある一定の相関をもって体動が見られる

が、その刺激から反応までの潜時は短く、その立上がりが急峻であった。これに反し、エ

ントレメント現象としての動きの場合はその潜時は長く動きは緩やかであった。これは反

射として引起こされる場合は反応のレベルが低く、しかも短時間に筋の反応が起るものと

考えられた。また、ニントレメソト現象による場合は、さらに高いレベルで反応しかつそ

の動きも緩やかなものと考えられた。なお、脳皮質に高度の障害のある児の場合は潜時の

長いいわゆるエントレメント反応は見られなかった。 


